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中
央
大
学
刑
事
判
例
研
究
会

被
害
者
が
使
用
す
る
自
動
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
の
電
子
機
器
を
密
か
に
取
り
付
け
、
被
害
者
の
動
静
を
把

握
し
た
被
告
人
の
行
為
に
つ
い
て
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
違
反
で
起
訴
さ
れ
た
事
案
の
控
訴
審
に
お
い
て
、

当
該
行
為
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
二
条
一
項
一
号
に
い
う
「
見
張
り
」
に
は
該
当
し
な
い
と
し
て
、
被
告

人
を
有
罪
と
し
た
原
判
決
を
破
棄
し
、
原
裁
判
所
に
差
し
戻
し
た
事
例

海 

老 

澤 
 

 
 

侑

平
成
三
〇
年
（
う
）
第
六
八
号
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
違
反
被
告
事
件
、
福
岡
高
裁

平
成
三
〇
年
九
月
二
一
日
判
決
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

【
事
案
の
概
要
】

被
害
者
と
交
際
関
係
に
あ
っ
た
被
告
人
は
、
被
害
者
の
行
動
を
確
か
め
、
そ
の
男
性
関
係
を
知
り
た
い
思
い
か
ら
、
知
人
Ａ
と
共
謀
の
上
、
平
成
二
八

年
四
月
二
三
日
頃
か
ら
平
成
二
九
年
二
月
二
三
日
ま
で
の
間
、
次
の
よ
う
な
行
為
を
行
っ
た
。

三
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被
告
人
は
、
被
害
者
が
定
期
的
に
利
用
し
て
い
た
美
容
室
の
駐
車
場
又
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
際
に
利
用
し
て
い
た
駐
車
場
（
以
下
、「
本
件
駐
車
場
所
」）

に
お
い
て
、
被
害
者
所
有
の
自
動
車
（
以
下
、「
本
件
自
動
車
」）
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
密
か
に
取
り
付
け
、
約
一
〇
か
月
間
に
わ
た
り
六
〇
〇
回
以
上
、
被

告
人
の
自
宅
等
に
お
い
て
、
被
告
人
の
携
帯
電
話
を
用
い
て
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
位
置
情
報
の
検
索
を
行
い
、
被
害
者
が
本
件
自
動
車
で
移
動
し
た
位
置

情
報
を
多
数
回
に
わ
た
り
取
得
し
た
。
ま
た
、
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
満
タ
ン
の
場
合
で
あ
っ
て
も
一
週
間
か
ら
一
〇
日
程
度
し
か
も
た

な
い
た
め
、
被
告
人
は
、
概
ね
一
週
間
程
度
の
間
隔
で
本
件
駐
車
場
所
等
に
向
か
い
、
本
件
自
動
車
の
確
認
を
し
、
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
充
電
す
る
た
め

に
本
件
自
動
車
か
ら
こ
れ
を
取
り
外
し
、
充
電
、
取
付
行
為
を
多
数
回
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
り
、
被
告
人
は
、
本
件
自
動
車
の
位
置
を
探
索
し
て
被
害
者
の
動
静
を
把
握
し
た
。

一
審
の
佐
賀
地
判
平
成
三
〇
年
一
月
二
二
日
（LEX

/D
B 

二
五
五
六
一
五
八
〇
）
は
、
被
告
人
の
行
為
が
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
（
以
下
、
単
に
「
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
」
と
い
う
）
二
条
一
項
一
号
に
該
当
す
る
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
本
件
で
用
い
ら
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き

電
子
機
器
（
以
下
『
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
』
と
い
う
。）
は
…
…
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
使
っ
て
位
置
情
報
が
検
索
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
徴
す
る
と
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
自
動
車
に
取
り
付
け
て
被
害
者
の
所
在
す
る
場
所
の
位
置
情
報
を
検
索
す
る
行
為
も
『
見
張
り
』
行

為
の
一
態
様
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
見
張
り
』
行
為
は
法
文
上
『
住
居
、
勤
務
先
、
学
校
そ
の
他
そ
の
（
特
定
の
者
の
）
通
常
所
在
す
る
場
所
付
近
に

お
い
て
』
な
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
被
害
者
が
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
自
動
車
は
『
住
居
、
勤
務
先
、
学
校
』
と
は
場
所
的
移
動
を
伴

う
点
で
異
な
っ
て
い
る
が
、
本
件
の
よ
う
な
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
自
動
車
に
取
り
付
け
た
場
合
、
特
定
の
者
が
行
く
先
々
の
位
置
情
報
を
何
時
で
も
検
索
・
把

握
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
動
車
が
特
定
の
者
の
場
所
的
移
動
の
手
段
と
し
て
日
常
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
限
り
、
自
動
車
自
体
が
『
そ
の
他
そ
の

通
常
所
在
す
る
場
所
』
と
考
え
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
。

本
判
決
は
、
こ
の
一
審
の
下
し
た
判
決
に
対
し
て
、
被
告
人
側
か
ら
控
訴
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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【
判
決
要
旨
】

破
棄
差
戻
し）

（
（

「『
見
張
り
』
と
は
、
一
般
に
、
視
覚
等
の
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
対
象
の
動
静
を
観
察
す
る
行
為
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
…
…
法
は
、『
見
張
り
』
に
つ

い
て
、
被
害
者
の
住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
っ
て
、
規
制
対
象
に
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
に
お
い
て
、
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器

を
本
件
自
動
車
に
取
り
付
け
、
同
車
の
位
置
を
探
索
し
て
同
人
の
動
静
を
把
握
す
る
行
為
は
、
被
害
者
の
通
常
所
在
す
る
場
所
の
付
近
か
ら
離
れ
て
、
携

帯
電
話
を
用
い
て
、
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
に
よ
る
位
置
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
接
続
し
て
、
本
件
自
動
車
の
位
置
情
報
を
取

得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
で
、
被
害
者
の
住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
、
視
覚
等
の
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
被
害
者
の
動
静
を
観
察
す
る
も
の
で
は
な

い
か
ら
、
法
所
定
の
『
見
張
り
』
に
該
当
し
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」。

「
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
付
行
為
…
…
そ
れ
自
体
は
、
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
利
用
し
た
被
害
者
の
動
静
観
察
の
準
備
行
為
に
す
ぎ
ず
、
被
害
者
の
動
静

を
観
察
す
る
行
為
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
『
見
張
り
』
と
解
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、［
検
察
官
は
、］
こ
の
よ
う
な
準
備
行
為
が
被

害
者
の
通
常
所
在
す
る
場
所
の
付
近
で
行
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
以
降
の
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
利
用
し
た
位
置
情
報
確
認
に
よ
る
動
静
観
察
行
為
が
通
常
所
在

す
る
場
所
の
付
近
で
行
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、
全
体
と
し
て
通
常
所
在
す
る
場
所
の
付
近
に
お
け
る
『
見
張
り
』
と
な
る
と
解
す
る
合
理
的
根
拠
も
乏
し

い
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
通
常
所
在
す
る
場
所
の
付
近
で
行
わ
れ
た
の
は
、
そ
れ
自
体
は
『
見
張
り
』
と
は
い
え
ず
、
法
二
条
一
項
一
号
に
は
該
当
し

な
い
行
為
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
と
一
連
・
一
体
で
あ
る
と
い
う
抽
象
的
な
理
由
に
よ
り
、
そ
の
後
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
利
用
す
る
も
の
の
、

通
常
所
在
す
る
場
所
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
、
位
置
情
報
確
認
に
よ
る
動
静
観
察
行
為
を
処
罰
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
通
常
所
在
す
る
場
所
で

行
わ
れ
た
『
見
張
り
』
に
限
っ
て
規
制
し
よ
う
と
す
る
法
二
条
一
項
一
号
の
趣
旨
を
逸
脱
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」。

な
お
、「
本
件
公
訴
事
実
の
『（
被
害
者
が
）
使
用
し
て
い
る
自
動
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
電
子
機
器
を
『
密
か
に
』
取
り
付
け
』
と
い
う
記
載
か
ら
す

る
と
、
本
件
公
訴
事
実
に
は
、
被
告
人
が
、
本
件
自
動
車
に
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
取
り
付
け
る
際
に
、
付
近
に
被
害
者
が
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

な
ど
し
て
、
被
害
者
の
動
静
を
観
察
す
る
行
為
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
り
、
仮
に
こ
れ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
そ
の
行
為
が
、
被
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三
七
六

害
者
の
通
常
所
在
す
る
場
所
の
付
近
に
お
け
る
『
見
張
り
』
に
該
当
す
る
と
み
る
余
地
が
あ
る
」。

【
研
　
究
】

一　

問
題
の
所
在

（　

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
二
条
一
項

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
に
お
い
て
規
制
対
象
と
な
る
「
つ
き
ま
と
い
等
」
は
、
本
法
二
条
一
項
各
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
各
号
の
行
為

は
、
特
定
の
者
に
対
す
る
恋
愛
感
情
そ
の
他
の
好
意
の
感
情
又
は
そ
れ
が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
怨
恨
の
感
情
を
充
足
す
る

目
的
を
も
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
本
判
決
で
は
争
点
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
目
的
は
認
め
ら
れ
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い

だ
ろ
う
。

他
方
で
本
法
は
、
そ
の
規
制
理
由
を
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
が
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
結
果
、
個
人
の
身
体
・
自
由
・
名
誉

に
対
し
て
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
行
為
自
体
が
国
民
の
生
活
の
安
全
と
平
穏
を
害
す
る
点）（
（

に
求
め
る
が
、
①
許
さ

れ
ざ
る
早
期
処
罰
の
可
能
性
、
②
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
類
似
し
た
行
為
、
例
え
ば
報
道
機
関
、
調
査
業
者
等
の
行
為
自
体
は
保
護
す
る
必

要
か
ら
、
右
記
目
的
を
要
求
し
た
上
で
、
条
文
上
「
つ
き
ま
と
い
等
」
の
行
為
を
八
つ
に
限
定
し
て
規
制
し
て
い
る
。

（　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
用
い
た
行
為
の
「
見
張
り
」
該
当
性

近
年
の
ス
ト
ー
カ
ー
事
例
で
は
、
被
害
者
が
使
用
す
る
自
動
車
等
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
電
子
機
器
を
取
り
付
け
て
、
当
人
の
位
置
情
報

を
探
索
、
取
得
す
る
行
為
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が
、
ス
ト
ー
カ
ー
規

三
七
六
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制
法
二
条
一
項
一
号
に
い
う
「
見
張
り
」
に
該
当
す
る
と
の
判
断
が
出
さ
れ
て
い
た
。
本
法
は
、
平
成
一
二
年
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
後
平

成
二
五
、二
八
年
に
、
主
に
行
為
類
型
が
追
加
さ
れ
る
形
で
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
使
用
に
つ
い
て
の
法
制
化

は
現
在
ま
で
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
事
案
が
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
し
て
処
罰
の
対
象
と
な
る
の
か
、
そ
の
理
由
も
含
め
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

3　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
り
付
け
行
為
と
動
静
観
察
行
為
を
一
連
・
一
体
の
行
為
と
見
る
こ
と
は
可
能
か

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
は
、
そ
の
性
質
上
被
害
者
の
所
在
を
継
続
的
に
監
視
す
る
性
質
を
有
し
て
い
る
た
め
に
、
先
ず
は
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
二

条
一
項
二
号
の
「
監
視
」
規
定
に
該
当
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
本
規
定
は
、
被
害
者
に
対
し
て
監
視
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る

よ
う
な
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
本
判
例
の
よ
う
な
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
に
よ
る
動
静
観
察
行
為

に
留
ま
る
場
合
に
は
適
用
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、「
監
視
」
に
類
似
し
た
二
条
一
項
一
号
「
見
張
り
」
規
定
の
適
用
可
能
性
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
号
「
つ
き
ま
と
い
、
ま
ち
ぶ
せ
、
立
ち
ふ
さ
が
り
」
に
は
場
所
的
な
限
定
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
一

方
で
、「
見
張
り
」
に
は
、「
住
居
、
勤
務
先
、
学
校
そ
の
他
そ
の
通
常
所
在
す
る
場
所
（
住
居
等
）
の
付
近
に
お
い
て
」
行
う
必
要
が
あ

る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
文
言
上
、
行
為
者
が
、
そ
の
住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
実
際
に
被
害
者
を
見
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
読
み
取

れ
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
に
よ
る
監
視
も
が
「
見
張
り
」
に
含
ま
れ
る
の
か
、
問
題
と
な
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
近
時
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
裁
判
例
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
裁
判
例
が
述
べ
た
理
由
付
け
を
確
認
し
た

上
で
、
本
判
決
の
考
察
を
行
っ
て
い
く
。
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二　

関
連
裁
判
例

最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
東
京
高
判
平
成
二
四
年
一
月
一
八
日
判
時
二
一
九
九
号
一
四
二
頁
、「
見
張
り
」
の
意
義
に
つ
い
て
初
め
て

判
断
し
た
事
例
で
あ
る
。
被
告
人
が
「『
見
張
り
』
を
す
る
行
為
と
は
、『
対
象
の
動
静
を
あ
る
程
度
継
続
し
た
時
間
、
監
視
、
注
視
す
る

こ
と
』」
と
解
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
東
京
高
裁
は
次
の
通
り
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
「
法
所
定
の

『
見
張
り
』
の
意
義
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
本
法
の
目
的
や
規
制
の
趣
旨
に
即
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、「
一
般
に
、

『
見
張
り
』
と
は
、
主
に
視
覚
等
の
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
対
象
の
動
静
を
観
察
す
る
行
為
を
い
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、

本
法
所
定
の
『
見
張
り
』
に
も
、
そ
の
性
質
上
あ
る
程
度
の
継
続
的
性
質
が
伴
う
と
い
う
べ
き
で
あ
」
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
こ
の
継

続
性
は
、
一
般
的
な
『
見
張
り
』
の
概
念
に
内
在
す
る
性
質
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
付
加
し
て
必
要
と
さ
れ
る
要
件
で
は
な
」
く
、「
観
察

時
間
が
短
い
こ
と
の
み
を
理
由
に
『
見
張
り
』
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
本
法
の
規
制
の
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
ま
た
、
相

手
方
の
動
静
を
観
察
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
一
回
に
相
当
程
度
の
時
間
継
続
し
て
観
察
し
な
く
と
も
、
ご
く
短
時
間
の
観
察
を
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
繰
り
返
し
て
観
察
す
る
場
合
に
は
、
た
と
え
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
個
々
の

観
察
行
為
自
体
は
短
時
間
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
観
察
行
為
そ
れ
ぞ
れ
が
継
続
的
性
質
を
有
す
る
『
見
張
り
』
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
」。

こ
の
判
決
は
、
法
の
立
法
趣
旨
を
確
認
し
た
上
で
、「
見
張
り
」
が
有
す
べ
き
継
続
性
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
見
張
り
の
概
念
に
内

在
す
る
も
の
と
認
め
つ
つ
も
、
継
続
性
そ
れ
自
体
を
独
自
に
要
求
す
る
必
要
ま
で
は
無
い
と
判
断
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

器
に
よ
る
監
視
行
為
の
場
合
、「
位
置
情
報
の
取
得
行
為
」
と
い
っ
た
、
そ
れ
自
体
は
短
時
間
で
達
成
さ
れ
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
東
京

高
裁
の
考
え
に
従
え
ば
、
た
と
え
監
視
行
為
が
数
秒
で
終
了
し
た
と
し
て
も
、
住
居
等
を
監
視
さ
れ
る
恐
れ
、
不
安
感
が
認
め
ら
れ
、
結
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果
「
見
張
り
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
。

加
え
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
に
よ
る
監
視
行
為
は
、
大
き
く
「
取
り
付
け
行
為
」
と
「
動
静
観
察
行
為
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
如
何
な
る
行

為
を
も
っ
て
「
見
張
り
」
該
当
性
を
考
え
る
の
か
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
福
岡
高
判
平
成
二
九
年
九
月

二
二
日
高
刑
速
（
平
二
九
）
号
二
八
二
頁
が
、
一
つ
の
解
決
策
を
提
示
し
て
い
る
。
事
案
は
、
被
告
人
が
別
居
中
の
妻
に
対
す
る
恋
愛
感

情
、
怨
恨
感
情
を
充
足
さ
せ
る
目
的
で
、
妻
及
び
そ
の
交
際
相
手
に
対
し
て
、
両
名
の
自
動
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
取
り
付
け
、
両
名
の
住

居
付
近
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
録
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
福
岡
高
裁
は
、
先
ず
二
条
の
目
的
に
つ
い
て
言
及
し
た
後
で
、
本
件
監

視
行
為
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
は
、
二
条
一
項
二
号
で
『
監
視
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る

よ
う
な
』
行
為
を
も
処
罰
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
電
子
機
器
を
用
い
た
『
監
視
』
と
い
え
れ
ば
、
直
ち
に
同
項
一
号
の

『
見
張
り
』
に
該
当
し
な
い
と
い
う
解
釈
が
適
切
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。『
見
張
り
』
は
、
構
成
要
件
上
、
対
象
者
の
住
居
、
勤
務
先
、

学
校
そ
の
他
そ
の
通
常
所
在
す
る
場
所
（
以
下
「
住
居
等
」
と
い
う
。）
付
近
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
そ
れ
が

要
素
と
は
な
ら
な
い
『
監
視
』
と
完
全
に
重
な
り
合
う
も
の
で
は
な
い
が
、
監
視
の
た
め
の
電
子
機
器
等
の
取
り
付
け
又
は
設
置
が
、
対

象
者
の
住
居
等
付
近
に
お
い
て
行
わ
れ
れ
ば
時
間
的
に
は
短
い
場
合
が
多
い
も
の
の
、
文
字
ど
お
り
見
張
り
を
し
た
と
解
さ
れ
る
し
、
ま

た
、
構
成
要
件
上
、
被
害
者
が
『
見
張
り
』
行
為
の
対
象
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
直
接
、
同
時
的
に
知
る
必
要
は
な
い
と
い
う
べ
き
で

あ
る
」
と
。

こ
の
判
決
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
及
び
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
行
為
が
「
見
張
り
」
に
該
当
す
る
か
争
点
と
な
り
、
こ
れ
を
肯
定
し
た

初
の
高
裁
判
決
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、「
見
張
り
」
を
肯
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
電
子
機
器
を
用
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
「
見
張
り
」

に
該
当
す
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
言
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
、
監
視
カ
メ
ラ
の
取
り
付
け
、
設
置
行
為
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
も
っ
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て
、「
見
張
り
」
に
当
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
被
害
者
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
な
ど
の
監
視
を
直
接
、
同
時
的
に
知
る
必
要
が
な
い
と

い
う
判
示
か
ら
、
動
静
観
察
行
為
を
事
後
的
に
行
っ
た
場
合
で
も
、「
見
張
り
」
が
認
め
ら
れ
得
る
こ
と
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
取
り
付
け
、
設
置
行
為
を
し
た
こ
と
で
「
見
張
り
」
に
該
当
す
る
と
い
え
る
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、

動
静
観
察
行
為
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
更
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
の
動
静
観
察
行
為
を
も
「
包
括
し
た
全
体
と
し
て
の
『
見
張
り
』
行
為
に
つ
い
て
、
場
所
的
要
件
の
存
否
を
一
体
的
に
判
断
し
」）

3
（

た
と

推
測
す
る
説
明
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
確
か
に
「
見
張
り
」
目
的
で
住
居
等
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
れ
ば
、
通
常
は
、
そ
の
後
に
動
静

観
察
行
為
に
移
る
こ
と
か
ら
、
本
判
決
も
、
取
り
付
け
、
設
置
行
為
を
も
っ
て
、「
見
張
り
」
に
該
当
し
得
る
と
判
断
し
た
と
い
え
る
。

以
上
よ
り
福
岡
高
裁
は
、
住
居
等
の
付
近
に
お
け
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
り
付
け
・
設
置
行
為
と
、
そ
の
後
の
動
静
観
察
行
為
を
一
連
・

一
体
の
も
の
と
捉
え
て
、「
見
張
り
」
に
当
た
る
と
の
見
解
を
提
示
し
た
。
同
様
の
見
解
を
よ
り
詳
細
に
判
示
し
た
の
が
、
福
岡
地
判
平

成
三
〇
年
三
月
一
二
日LEX

/D
B

二
五
五
六
一
五
七
九
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
被
害
者
に
対
す
る
恋
愛
感
情
そ
の
他
の
好
意
の
感
情
又

は
そ
れ
が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
怨
恨
の
感
情
を
充
足
す
る
目
的
で
、
被
害
者
所
有
の
自
動
車
が
駐
車
さ
れ
た
駐
車
場
付
近

で
、
同
車
の
存
在
を
視
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
者
の
動
静
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
同
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
密
か
に
取
り
付
け
、
約

三
週
間
、
多
数
回
に
わ
た
っ
て
同
車
の
位
置
情
報
を
探
索
、
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
の
動
静
を
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。
福
岡

地
裁
は
、「
見
張
り
」
と
は
、「
相
手
方
の
動
静
を
直
接
観
察
す
る
こ
と
は
必
須
で
は
な
く
相
手
方
が
通
常
使
用
す
る
物
や
建
物
の
状
況
を

観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
方
の
動
静
を
把
握
す
る
行
為
が
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
し
、
電
子
機
器
等
を
使
用
し
て
相
手
方
に

関
す
る
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
動
静
観
察
行
為
も
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、「
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を

本
件
自
動
車
に
取
り
付
け
る
行
為
は
、
必
然
的
に
本
件
自
動
車
の
状
況
確
認
を
伴
う
と
い
う
点
で
そ
れ
自
体
に
Ｚ
二
［
被
害
者
］
の
動
静

三
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把
握
の
性
質
が
あ
る
上
、
そ
の
後
に
予
定
し
て
い
る
本
件
位
置
情
報
取
得
行
為
と
強
い
関
連
性
・
一
体
性
が
あ
り
、
本
件
位
置
情
報
取
得

行
為
と
分
断
し
て
単
な
る
準
備
行
為
と
捉
え
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
そ
し
て
、
本
件
位
置
情
報
取
得
行
為
は
、
い
ず
れ
も
本
件
自
動
車
か

ら
離
れ
た
場
所
で
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
Ｚ
二
の
通
常
所
在
す
る
場
所
の
付
近
に
お
け
る
見
張
り
と
は
い
え
な
い

が
」、
被
害
者
が
日
常
的
に
利
用
す
る
本
件
自
動
車
の
保
管
場
所
「
で
な
さ
れ
た
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
付
け
行
為
と
一
体
の
も
の
と
し

て
み
れ
ば
、
全
体
と
し
て
場
所
的
要
件
も
充
足
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

本
判
決
も
、
福
岡
高
判
平
成
二
九
年
の
理
論
構
成
と
同
様
の
判
断
を
下
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
位
置
情
報
取
得
行
為
と
の
関
連
性
に

も
触
れ
た
点
は
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
電
子
機
器
を
使
用
し
た
位
置
情
報
取
得
行
為
も
「
見
張
り
」
に
含
ま
れ
る
こ

と
、
第
二
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
り
付
け
行
為
と
位
置
情
報
取
得
行
為
と
が
強
い
関
連
、
一
体
性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
被
告
人
の
行
為

は
、
全
体
で
住
居
等
の
付
近
で
な
さ
れ
た
「
見
張
り
」
に
該
当
す
る
、
と
し
た
点
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
福
岡
高
判
平
成
二
九
年
の
理
論

構
成
を
、
よ
り
詳
細
に
基
礎
付
け
た
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
、
福
岡
地
判
平
成
三
〇
年
の
控
訴
審
で
あ
る
福
岡
高
判
平
成
三
〇
年
九
月
二
〇
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
理

論
構
成
を
否
定
す
る
立
場
に
立
つ
。
す
な
わ
ち
、「『
見
張
り
』
は
、
そ
の
行
為
者
が
行
為
時
に
所
在
す
る
場
所
に
よ
っ
て
当
罰
性
が
左
右

さ
れ
、
同
場
所
的
要
件
を
充
た
す
場
合
の
み
が
そ
の
余
の
行
為
と
同
様
の
規
制
を
受
け
る
行
為
な
の
で
あ
る
か
ら
、
観
察
行
為
自
体
に
行

為
者
の
感
覚
器
官
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
に
し
て
い
る
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
」。
法
の
「
解
釈
は
あ
く
ま
で
法
文
の

文
言
の
枠
内
で
理
解
で
き
る
範
囲
に
限
ら
れ
、
こ
れ
と
か
い
離
し
て
処
罰
範
囲
を
拡
張
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で

述
べ
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、『
視
覚
等
の
感
覚
器
官
を
用
い
た
』
動
静
観
察
行
為
で
あ
る
こ
と
は
、
本
法
二
条
一
項
一
号
に
規
定
さ
れ
る

『
見
張
り
』
と
い
う
文
言
の
基
本
的
で
重
要
な
要
素
と
い
う
べ
き
で
あ
」
る
。「
ま
た
、
実
際
に
も
、
相
手
方
の
動
静
を
把
握
す
る
た
め
の
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情
報
取
得
行
為
一
般
が
『
見
張
り
』
に
該
当
し
得
る
と
解
し
た
場
合
に
は
、
例
え
ば
相
手
方
の
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
継
続
的
に
観
察
し
て

動
静
情
報
の
収
集
を
す
る
行
為
等
も
そ
の
定
義
に
包
摂
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、『
見
張
り
』
概
念
の
辺
縁
が
不
明
確
と
な
り
、
国
民
に

と
っ
て
の
予
測
可
能
性
が
確
保
し
難
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
感
覚
器
官
の
作
用
を
補
助
し
又
は
拡
張
す
る
双
眼
鏡
等
の
道
具
を
用
い

る
こ
と
は
別
論
と
し
て
、
感
覚
器
官
の
作
用
と
は
全
く
異
な
る
機
構
に
よ
っ
て
相
手
方
の
動
静
情
報
を
収
集
す
る
機
器
を
用
い
る
行
為

は
、
更
な
る
『
見
張
り
』
等
の
た
め
の
準
備
、
予
備
行
為
と
は
な
り
得
て
も
、『
見
張
り
』
の
実
行
行
為
そ
の
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
用
い
た
位
置
情
報
取
得
行
為
は
、「
見
張
り
」
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
。

そ
し
て
、
取
り
付
け
行
為
と
位
置
情
報
取
得
行
為
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
取
付
行
為
と
各
位
置
情
報
探
索
取
得
行
為

は
そ
れ
ぞ
れ
客
観
的
に
は
別
個
に
な
さ
れ
た
行
為
で
あ
り
、
か
つ
、
後
者
こ
そ
が
動
静
情
報
の
収
集
行
為
で
あ
り
、
当
罰
性
の
中
心
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
前
者
と
後
者
と
が
評
価
と
し
て
一
体
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
可
罰
的
な
『
見
張
り
』
を
限
定
す
る
場
所
的

要
件
を
後
者
に
つ
き
不
要
と
す
る
の
は
、
同
要
件
を
実
質
的
に
無
意
味
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
解
釈
と
し
て
許
さ
れ
な
い
」
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
は
、
別
個
の
行
為
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
立
て
続
け
に
類
似
の
事
案
が
現
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
異
な
る
判
断
が
出
て
い
た
中
で
、
今
回
紹
介
す
る
福
岡
高
判
平
成

三
〇
年
九
月
二
一
日
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
用
い
た
位
置
情
報
取
得
行
為
に
対
し
て
、「
見
張
り
」
を
否
定
す
る
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

左
記
で
は
、
若
干
な
が
ら
本
判
例
の
理
論
構
成
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
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三　

検　

討

（　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
り
付
け
に
よ
る
「
見
張
り
」
該
当
性

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
二
条
一
項
一
号
に
い
う
「
見
張
り
」
に
は
、
文
言
上
「
住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
」
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
見
張
り
行
為
は
、「
つ
き
ま
と
い
等
」
と
同
じ
一
号
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
行
為
者
が
、
数
分
程
度）（
（

で
あ
れ
「
実
際
に
」

住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
読
み
取
る
べ
き
で
あ
る
。

他
方
で
、
情
報
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
サ
イ
バ
ー
ス
ト
ー
キ
ン
グ
の
存
在
も
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

よ
う
な
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
対
処
す
る
た
め
、
平
成
二
五
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、
連
続
し
て
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
行
為
が
、
平
成
二
八
年

の
改
正
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
連
続
送
信
行
為
が
「
つ
き
ま
と
い
等
」
の
行
為
類
型
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
今
回
検
討
の
対
象
で
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
に
よ
る
監
視
行
為
を
直
接
取
り
締
ま
る
規
定
は
い
ま
だ
存
在
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
中
で
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
り
付
け
、
被
害
者
の
動
静
観
察
行
為
を
も
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
二
条
一
項
一
号
に
い
う
「
見
張
り
」
に
含
め
て
よ
い
の

か
が
問
題
と
な
る
。

そ
も
そ
も
、「
住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
」
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
「
見
張
り
」
に
つ
い
て
、
こ
の
場
所
的
要
件
は
、
行
為
者

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
被
害
者
に
あ
れ
ば
十
分
と
す
る
の
か
が
問
題
と
な
り
得
る）（
（

と
こ
ろ
、
本
判
例
は
、
見
張
り
の
際

に
、「
行
為
者
」
が
住
居
等
の
付
近
に
滞
在
す
る
こ
と
を
求
め
た
。「
見
張
り
」
行
為
は
、
そ
の
他
の
類
型
で
あ
る
「
つ
き
ま
と
い
、
待
ち

伏
せ
、
押
し
掛
け
、
う
ろ
つ
き
」
と
い
う
直
接
的
な
接
触
を
伴
う
行
為
類
型
と
並
べ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
立
法
趣
旨
に
鑑
み

て
も
被
害
者
と
の
接
触
可
能
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
当
該
行
為
は
、
文
言
上
、
被
害
者
と
の
直
接
的
な
接
触

が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
、
原
則
的
に
被
害
者
の
身
体
の
安
全
に
対
す
る
不
安
の
惹
起
で
は
な
く
「
住
居
等
の
平
穏
や
行
動
の
自
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由
に
関
す
る
不
安
の
惹
起
」
を
防
止
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る）（
（

と
さ
れ
て
い
る
。
被
害
者
と
の
直
接
的
な
接
触
を
求
め
て
い
な
い
点
か

ら
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
に
よ
る
動
静
観
察
行
為
も
「
見
張
り
」
に
当
た
り
得
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
他
方
で
こ
の
行
為
は
、

あ
く
ま
で
取
り
付
け
ら
れ
た
物
体
の
所
在
地
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
行
為
者
の
滞
在
場
所
に
制
限
は
な
く
、
そ
れ
は
つ
ま
り

「
住
居
等
の
付
近
」
に
お
い
て
行
う
も
の
と
は
い
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
「
住
居
等
」
の
主
体
を
被
害
者
と
解
し
た
場
合
に
は
、

行
為
者
に
場
所
的
限
定
は
か
か
ら
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
判
例
は
、
条
文
の
文
言
を
素
直
に
読
み
取
り
、
主
体
で

あ
る
行
為
者
が
、
住
居
等
の
付
近
に
て
見
張
る
必
要
が
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
検
察
側
も
了
解
し
て
お
り
、
動
静
観
察
行
為

を
も
っ
て
「
見
張
り
」
を
認
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
な
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
り
付
け
行
為
も
含

め
て
一
連
一
体
の
行
為
と
し
て
「
見
張
り
」
に
当
た
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

（　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
り
付
け
行
為
と
動
静
観
察
行
為
は
、
一
連
・
一
体
の
も
の
か

そ
れ
で
は
、
こ
の
取
り
付
け
行
為
と
動
静
観
察
行
為
は
、
一
連
・
一
体
の
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
本
判
例
は
、
取
り

付
け
行
為
と
動
静
観
察
行
為
を
あ
わ
せ
て
「
見
張
り
」
行
為
に
当
た
る
と
す
る
検
察
側
の
主
張
に
対
し
て
、「
通
常
所
在
す
る
場
所
の
付

近
で
行
わ
れ
た
」
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
設
置
行
為
「
は
、
そ
れ
自
体
は
『
見
張
り
』
と
は
い
え
ず
、
法
二
条
一
項
一
号
に
は
該
当
し
な
い
行
為

で
あ
る
」
と
し
、
検
察
の
見
解
に
対
し
て
「
一
連
・
一
体
で
あ
る
と
い
う
抽
象
的
な
理
由
に
よ
り
、
そ
の
後
本
件
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
利
用
す

る
も
の
の
、
通
常
所
在
す
る
場
所
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
、
位
置
情
報
確
認
に
よ
る
動
静
観
察
行
為
を
処
罰
の
対
象
と
」
し
て
、
本
法
が

「
住
居
等
の
付
近
」
に
限
定
し
た
趣
旨
を
没
却
す
る
も
の
だ
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、「
監
視
機
器
の
取
り
付
け
・
設
置
そ
れ
自
体
は
、
相

手
方
の
動
静
を
確
認
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
準
備
段
階
の
行
為
で
あ
る
と）（
（

」
し
、
一
連
の
行
為
と
認
め
た
一
審
の
佐
賀
地
裁
の
判
決
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を
破
棄
し
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
本
判
例
は
、
破
棄
差
戻
し
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
判
断
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
り
付
け
、
充
電
行
為
自
体
が
見
張
り
に

当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
福
岡
高
裁
は
破
棄
自
判
で
犯
罪
不
成
立
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
本
判
例

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
り
付
け
、
充
電
行
為
の
時
に
、「
併
せ
て
」
住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
見
張
り
を
し
た
の
か
を
、
改
め
て
審
議
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
の
検
討
が
不
十
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
改
め
て
審
議
す
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
た
の
だ
と
解
す
る
。

四　

射
程
及
び
立
法
論
的
課
題

（　

射
程

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
に
よ
る
監
視
行
為
そ
れ
自
体
は
、
個
人
の
移
動
経
路
を
他
者
が
容
易
に
確
認
で
き
る
性
格
上
、
現
代
社
会
に
お
い
て
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
得
る
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
一
定
の
法
規
制
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
異
論
は
少
な
い
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
が
、
個
人
の
身
体
、
自
由
な
ど
に
対
す
る
危
害
の
発
生
の
防
止
を
狙
い
と
す
る
一
方
で
、
本
法

は
該
当
す
る
行
為
を
八
つ
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
解
釈
も
立
法
者
の
想
定
を
越
え
た
も
の
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か

ら
も
、
本
判
例
の
考
え
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
用
い
た
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
に
お
い
て
、
文
言
に
忠
実
に
解
釈
し
た
も
の
だ
と
い
え
、
過
度
な

処
罰
化
に
歯
止
め
を
か
け
た
も
の
と
い
え
る
。

（　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
対
す
る
規
制

サ
イ
バ
ー
ス
ト
ー
キ
ン
グ
が
認
知
さ
れ
、
日
本
で
も
法
改
正
に
よ
っ
て
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
送
信
事
例
に
対
処
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
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か
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
に
よ
る
監
視
行
為
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
立
法
的
解
決
は
図
ら
れ
て
い
な
い）（
（

。
こ
の
点
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
の
先

進
国
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
「
ス
ト
ー
キ
ン
グ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
用
い
た
追
跡
行
為
も
、
そ
れ
自
体
が
独
立
し
た
形

で
、
ス
ト
ー
キ
ン
グ
の
一
例
に
含
ま
れ
る
と
解
し
て
い
る
。

こ
の
事
実
か
ら
も
、
類
似
の
事
案
解
決
の
た
め
に
は
、
現
行
法
の
法
解
釈
で
は
な
く
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
と
は
別
の
立
法
に
よ
る
解

決
が
一
つ
の
手
段
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
（
）
評
釈
と
し
て
、
上
田
正
基
「
判
批
」
神
奈
川
法
学
五
一
巻
二
号
（
平
成
三
〇
年
）
四
三
頁
、
嘉
門
優
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
三
一
号
（
平

成
三
一
年
）
一
六
四
頁
。

（
（
）
滝
川
雄
一
『
知
っ
て
お
き
た
い
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
』（
平
成
一
三
年
）
六
頁
、
髙
井
良
浩
「
新
判
例
解
説 

三
九
三
回
」
研
修
七
九
一
号
（
平

成
二
六
年
）
二
〇
頁
。

（
3
）
橋
爪
隆
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
利
用
し
た
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
つ
い
て
」
酒
巻
匡
他
編
『
井
上
正
仁
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
平
成
三
一
年
）
二

一
九
頁
。

（
（
）
秋
山
紘
範
「
判
批
」
新
報
一
二
一
巻
三
・
四
号
（
平
成
二
六
年
）
三
一
九
頁
。

（
（
）
上
田
正
基
・
前
掲
注（
（
）
五
一
頁
。

（
（
）
佐
野
文
彦
「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
に
関
す
る
解
釈
論
と
立
法
論
の
試
み
」
東
大
ロ
ー
一
〇
号
（
平
成
二
七
年
）
二
三
頁
注
七
三
。

（
（
）
永
井
紹
裕
「
判
批
」
法
時
一
一
三
〇
号
（
平
成
三
〇
年
）
一
三
一
頁
。

（
（
）
佐
野
文
彦
・
前
掲
注（
（
）
二
八
頁
注
九
五
。
な
お
、
鮎
田
実
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ス
ト
ー
カ
ー
の
現
状
と
課
題
」
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
一
一

六
号
（
平
成
二
九
年
）
五
四
頁
、
長
谷
川
京
子
＝
山
脇
絵
里
子
『
改
訂 
ス
ト
ー
カ
ー 

被
害
に
悩
む
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と

─
リ
ス
ク
と
法
的

根
拠

─
』（
平
成
二
九
年
）
五
頁
。
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【
附
記
】 

本
稿
執
筆
時
に
、
本
判
例
の
上
告
審
判
決
が
下
さ
れ
た
（
最
判
令
和
二
年
七
月
三
〇
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。
検
察
側
の
判
例
違
反
、
法

令
違
反
の
主
張
に
対
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
取
り
付
け
行
為
と
身
体
動
静
観
察
行
為
と
は
別
々
の
行
為
と
見
た
上
で
、
結
論
と
し
て
、
福
岡
高

裁
の
判
決
を
是
認
す
る
形
で
上
告
棄
却
が
下
さ
れ
て
い
る
。

（
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍
）
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